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	応用
	抗原情報
	背景
	インテグリンサブユニットα1（ITGA1）ホモサピエンス この遺伝子は、インテグリン受容体のα1サブユニットをコードしています。このタンパク質はβ1サブユニットとヘテロ二量体を形成し、コラーゲンおよびラミニンの細胞表面受容体を形成します。ヘテロ二量体受容体は細胞間接着に関与しており、炎症や線維症にも関与している可能性があります。α1サブユニットには、コラーゲン結合に関与すると考えられる、挿入された（I）フォン・ヴィレブランド因子I型ドメインが含まれています。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：インテグリンIドメイン（挿入）はVWFAドメインです。Iドメインを持つインテグリンはプロテアーゼによる切断を受けません。,機能：インテグリンα1/β1は、ラミニンおよびコラーゲンの受容体です。コラーゲン中のプロリン水酸化配列G-F-P-G-E-Rを認識する。,類似性：インテグリンα鎖ファミリーに属する。,類似性：1つのVWFAドメインを含む。,類似性：7つのFG-GAPリピートを含む。,サブユニット：αサブユニットとβサブユニットのヘテロダイマー。α-1はβ-1と会合する。RAB21と相互作用する。,
	研究分野
	接着斑、ECM-受容体相互作用、造血細胞系統、アクチンと細胞骨格の調節、肥大型心筋症 (HCM)、不​​整脈性右室心筋症 (ARVC)、拡張型心筋症。
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された
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